
訪問看護医療情報連携加算について 

■ 目的 

在宅で療養される利用者の方により安全で質の高い訪問看護を提供するため、ICT（情報通

信技術）を活用した医療情報連携体制を整備しています。主治医をはじめとする多職種と診

療情報をリアルタイムで共有し、一人ひとりの状態変化を迅速に把握して訪問看護計画に反

映させることを目的としています。 

 

■ 当ステーションの取り組み 

当ステーションは本加算に係る届出を地方厚生局に行っており、以下の体制を整備していま

す。 

・ 利用者の診療情報を ICT を通じて常時確認できる体制の確保 

・ 連携機関（特別の関係にあるものを除く）の数が 5以上の多職種連携体制の構築 

・ 診療情報が連携機関間の協議に基づき一元的に管理されたサーバーで保管されている 

・ 医療機関・薬局・介護事業所等との平時からの連携体制の構築 

・ 取得した診療情報を訪問看護計画・実践に反映させる管理体制の整備 

・ ICT を用いた連携体制を構築している旨をステーション内の見やすい場所に掲示 

 

■ ご利用者・ご家族の皆様へ 

本加算の算定にあたっては、利用者ご本人の同意が必要です。情報共有の内容や連携先につ

いて、担当看護師より丁寧にご説明いたします。 

 

参考資料：令和８年度診療報酬改定について（厚生労働省）  

 


